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❸カラービームで支持された小屋組。❹カラービーム。板状断面材が密に配されている。❺2階床の振れ
止め。板状の根太間に変形を防ぐ目的で設けられている。

DETAIL

した玉蜀黍の貯蔵、2階は玉蜀黍の種、
小麦、燕

えん

麦
ばく

、大麦及び牧草種子などの
収納に使うという。
　次に、建築に関しては、「家作ハ米国
風ニ之ヲ築造シ柱ノ長ケハ十五英尺ニ
シテ幅四十英尺長サ三十英尺」とある。
英尺とはフィートのことで、1フィート

（30.48㎝）の寸法は日本の1尺（30.3cm）
とほとんど変わらない。これによれば、
規模は梁間30フィート、桁行40フィー
ト、軒桁までの高さが15フィートとなる。
　また、建物は「米国風」とある。移
築時の図面を見ると断面図があり、構
造がよくわかる。これによれば、板材
を垂木としてカラービームで支持する
小屋、1・2階床を支える厚板状の断面
をもつ根太、とりわけ2階床の根太の
変形を防ぐために配された振れ止めな
ど、まさにバルーン・フレーム構法と
いえる特徴が見て取れる。こうしたこ
とから建物は、「米国風」と称されてい
たと考えられるのである。

た貴重な歴史的建築であり、国の重要
文化財に指定されている。
　この農校園に設けられた当初の建物
群は、施設の老朽化や周辺エリアの校
舎増築などの動きもあって、明治末期
から大正初期にかけて現在地に移築さ
れ、また、新たな施設として現存する
牝牛舎とその附設の石造サイロや煉瓦
造の製乳所などが増設されている。そ
のため、農校園の建物は基本、現存す
る模範家畜房と穀物庫、それに模範家
畜房の建増しとして建設された種牛舎
の創設時の建築と、移築後の1909（明
治42）年以降の増設建築に大別され
る。そして、創建時の建築にはともに

　また、興味深いのは、「一尺四方ニシ
テ長ケ七英尺ノ十六本ノ石柱ニ之レヲ
据ヘ其柱ヲ地ニ入ルゝコト四英尺」と
あり、建物全体を16本の石の束柱で持
ち上げた高床形式の建物であること
だ。これは、まさにわが国の古代の高
床形式の倉と同じようにネズミや野兎
の侵入を防ぐためで、鉄板のネズミ返
しもついている。
　外観も正面は下見板張りで、「米国
風」といえる。また、建物の側面の外
壁は竪羽目で、外壁の一部は丁番留の
扉として換気などのために開けること
ができるなど、高床形式とともに貯蔵
庫独特のつくりが随所に見られる興味
深い建築といえる。

旧札幌農学校の農校園

　本連載第3回で紹介した札幌市時計
台として知られる建物は、1876（明治
9）年創設の旧札幌農学校の校舎のひと
つとして1878（明治11）年に竣工した
講義室などを含む旧演武場であった。
また、1877（明治10）年に竣工した模範
家畜房（モデルバーン、本連載第6回で
紹介）は、当時のアメリカで普及してい
た最新式の酪農・畜産経営を実践でき
る実習施設として設けられた旧札幌農
学校の附属農場「農校園」の建物であ
った。今回紹介する穀物庫も、農校園
の施設として家畜房とともに建設され

定される。また、池上氏は、開拓使が
発行した『明治十一年三月　札幌農黌
第二年報』を穀物庫の建築概要を記し
た貴重な資料として採り上げ、明治末
期の移築時の穀物庫の再建図面※と比
較し、現存する建物が移築を経ている
ものの、構造体は創建時のものをほぼ
とどめていること、外観も正面2階の
窓が当初は1つであったのが2つに増
えていることなどの改変があるもの
の、構造体同様にほぼ創建時の姿をと
どめていることを報告している。

穀物庫の建築的特徴

　さて、先のブルックスの提出した願
い出を見ると、建物の用途は「Corn 
Barn」すなわち、玉蜀黍（トウモロコ
シ）の貯蔵用と記されているものの、建
物の様子はわからない。一方、開拓使
が発行した年報には、詳細に建物の様
子が記載されている。まず、用途に関
しては、建物は2階建てで、1階は収穫

❶正面外観。高床形式
の建物で外壁は下見板
張り。
❷石の束柱。赤い部分
が鉄板のネズミ返し。
右図：「東北帝国大学農
科大学第二農場穀物庫
之図」（図版提供／北
海道大学大学文書館）

旧札幌農学校のもうひとつの
貴重な建築遺構

内田青蔵（神奈川大学建築学部特任教授）

池上重康「開拓使期建設の玉蜀黍庫の建築的考察」『北海道大
学大学文書館年報』第13号所収　2018年3月
越野　武『北海道における初期洋風建築の研究』北海道大学
図書刊行会　1993年
※この図面には東北帝国大学の記載が見られる。これは、札
幌農学校が1907（明治40）年に東北帝国大学農科大学となっ
たからであり、この動きのなかで移築が行われたからである。
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竣工年／ 1878年（明治11）年
所在地／北海道
設計者／W.P. ブルックス

第10 回　旧札幌農学校農校園 穀物庫

本施設の公開情報は北海道大学総合博物館のWebサイトをご覧ください。
「重要文化財『札幌農学校第二農場』の施設公開について」https://www.museum.hokudai.ac.jp/topics/19121/

アメリカ式のバルーン・フレーム構法
やそれに近い板材を多用する構法を取
り入れた建築という共通した特徴がみ
られるのである。

創建時の姿を
よくとどめている穀物庫

　この穀物庫は、1877（明治10）年10月
に竣工したといわれているが、北海道
大学の池上重康博士の近年の報告によ
れば、この年は設計者と考えられるお
雇い外国人である W.P. ブルックスが
建設許可を願い出た時期であることを
明らかにしており、これをもとにすれ
ば竣工は翌年の1878（明治11）年と推
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